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品質・性能向上あるいは安全上の観点から、使用部品の変更を行うことがあります。 
その際には、この取扱説明書の内容およびイラストなどの一部が、本機と一致しない場合がありますので、あ
らかじめご了承ください。
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■ 
    

 重 要

■ 
        

M-300.indb   2 2008/05/02   9:40:52

3

 

機械の改造は行わないでください。

※ 守らないと、機械の調子が悪くなったり、
思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。

安全な作業を行うために、作業前点検、定

期点検を行ってください。

※ 守らないと、故障に気づかず、事故が起き
る恐れがあります。

次のような人は、モノラックを取り扱わな

いでください。 

・飲酒をしている人 

・病気や薬物の影響で正常な作業が出来な 

  い人 

・体調の悪い人 

・モノラック操作の講習を受けていない人 

・15才の年齢に達していない人

※ 守らないと、墜落もしくは巻き込まれ、受
傷する恐れがあります。

だぶついたズボン、上着、マフラーや長い

髪で作業しないでください。

※ 衣類や髪が回転部に巻き込まれ、受傷する
恐れがあります。

走行中や点検中、モノラックに異常を感じ

たら使用しないでください。 

走行中の場合は、ただちに機械を停止し降

車してください。

※ 守らないと、機械が破損し、受傷する恐れ
があります。

専用の乗用台車以外には、人は乗らないで

ください。

※ 守らないと、滑落もしくは墜落し、受傷す
る恐れがあります。

運転者は、エンジンをかけたままモノラッ

クから離れないでください。

※ エンジンをかけたままモノラックから離れ
ると、部外者が乗り受傷する恐れがありま
す。
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4

乗用台車には定員以上は乗らないでくださ
い。 

 

モノラックを扱う前に取扱説明書を読み、
理解して、正しく取り扱ってください。

 

モノラックの運転は、モノラックの所有者・
管理者から十分な安全教育を受けた人だけ
が行ってください。

 

レールが公道、農道などと隣接するときは、
立て看板で注意を促し、柵を設けるなどし
てください。

 

荷物台車には (通常ギヤ500kg、スーパー
Lowギヤ700kg)を超える積み込みをしない
でください。

 

荷物台車には高さ60cmを超える積み込み
をしないでください。

 

最大積載高は60cmです。
 

荷物台車以外には、荷物を載せないでくだ
さい。
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荷物台車に荷物を載せるときは、重心に注
意し、荷台の幅員からはみ出さないように
してください。

 

5

燃料口に火気を近づけないでください。

作業前点検を行ってください。

エンジンをかけたまま燃料やオイルを補給
しないでください。必ずエンジンが十分に
冷えた状態で行ってください。

牽引車、乗用台車、荷物台車の各ローラー
が1mｍ以上あるときは、

走行しないでください。
1mm

ラックに手や指を入れないでください。
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バッテリ液の液面が下限（LOWER）ライン
以下では使用しないでください。

バッテリ液は腐食性の強い希硫酸（劇物）
です。取扱いには十分注意してください。

バッテリ液が目に入ったときは、直ちに
多量の水で約15分間洗眼し、専門医の
治療を受けてください。

バッテリ液を口に入れたり飲み込んだり
したときは、多量の水でうがいをし、
多量の水または牛乳を飲み、専門医の
治療を受けてください。
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6

レール周辺（レールから左右1.5ｍ以上、
上方向2m以上、下方向0.3ｍ以上）の障
害物を取り除いてください。

 

レール上下の倒木、落石およびレールにか
けた布切れは、走行前に確認し取り除いて
ください。

 

駆動輪、制動輪、荷物台車用ローラーとレー
ルの間に手や指を入れるときは、機械が急
に動き出さないように注意してください。

 

点検・整備は、レールが水平な場所で行っ
てください。万が一、傾斜したところで行
うときには、ロープなどで固定するか、レー
ルのラックに鉄棒などで歯止めして、完全
に固定してください。 
また、必ずエンジンは停止し、走行停止レ
バーを停止位置にして作業を行ってくださ
い。

 

補給するとき燃料がこぼれたら、こぼれた
燃料を拭き取り、十分気化させてからエン
ジンを始動してください。
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7

エンジン始動時は、走行停止レバーを停止

前後レバーの位置が走行する方向に確実に
入っているか確認して下さい。

位置にしてください。

リコイルスタータグリップを引いてエンジ
ンを始動する際、リコイルスタータグリッ
プを引っ張りすぎないでください。

 

発進するときは、モノラックの付近に人が
いないことを確認してください。 
特に子供には注意してください。

 

室内や換気の悪いところで長時間運転しな
いでください。

 

荷物を積むときは、確実に荷締めし、固定
して下さい。

 

走行中は、必ずヘルメットをかぶり、座席
に座ってください。

荷物の積み込み、積み降ろしは足元のしっ
かりしたところで行ってください。

 

牽引車を停止後は、ただちに前後レバー
を次の進行方向に切り換えてください。
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8

エンジン停止直後、マフラーには触らない
でください。

 

走行中のモノラックに人を近づけないでく
ださい。 
特に子供には注意してください。

 

走行中は、乗用台車から手足などを左右に
出さないでください。

 

悪天候および夜間など、視界不良の状況で
運転しないでください。

 

牽引車を停止後、前後レバー、変速レバー
を中間位置にしたままにしないでください。

 

レバーは、「前進」、「後進」及び｢通常｣、
｢スーパーLow」の位置に確実に入れてくだ
さい。

               

乗用台車の非常用駐停車ブレーキは、非常
停止時（走行速度が異常に速くなったとき
など）のみ使用してください。

 

降坂のときもエンジンをかけた状態で運転
してください。
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9

運転席から乗り降りする際は、ステップか

ら足を滑らせたりステップを踏み外さない

よう注意してください。

※ 落下すると、受傷する恐れがあります。

燃料口に火気を近づけないでください。

※ 守らないと、火災・爆発の恐れがあります。

定期点検を行ってください。

※ 守らないと、故障に気づかず、事故が起き
る恐れがあります。

バッテリ液は腐食性の強い希硫酸（劇物）

です。 

取扱いには十分注意してください。

※ 守らないと、引火爆発したり、やけど・失
明など受傷する恐れがあります。

室内や換気の悪いところで運転しないでく

ださい。必ずエンジンが十分に冷えた状態

で行ってください。

※ 守らないと、排ガスで中毒になる恐れがあ
ります。又、やけどの恐れがあります。

エンジンをかけたまま燃料やオイルを補給

しないでください。

※ 守らないと、燃料やオイルに引火し、火災・
爆発・やけどの恐れがあります。
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牽引車、乗用台車、荷物台車の各ローラー

とレールの隙間が 1mm以上あるときは、

走行しないでください。

※ 1mm 以上あると、モノラックが左右にゆれ
    て不安定になるため、脱線し受傷する恐れが
    あります。1mm 以下に調整してください。

ラックに手や指を入れないでください。

※ 機械が急に動き出すと、手や指を受傷する
恐れがあります。

各種カバー類を外したまま、使用しないで

ください。

※ カバー を外したまま走行すると、手をはさ
     んだり衣類を巻き込んだりして受傷する恐
     があります。

駆動輪、制動輪、荷物台車用ローラーとレー

ルの間に手や指を入れるときは、機械が急

に動き出さないように注意してください。

※ 機械が急に動き出すと、手や指を受傷する
恐れがあります。

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない

でください。

※ 登 坂 で き な く な り 又 、 エンジンブレー
     キが効かなくなります。

（緊急ブレーキが作動します。）

点検・整備は、レールが水平な場所で行っ

てください。万が一、傾斜したところで行

うときには、ロープなどで固定するか、レー

ルのラックに鉄棒などで歯止めして、完全

に固定してください。

また、必ずエンジンは停止し、走行停止レ

バーを停止位置にして作業を行ってくださ

い。

※ 守らないと、モノラックが動き出し、受傷
する恐れがあります。

補給するとき燃料がこぼれたら、こぼれた

燃料を拭き取り、十分気化させてからエン

ジンを始動してください。

※ 燃料に引火し、火災・爆発の恐れがあります。
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長時間使用しない場合は、エンジンスイッ
チを｢切」に入れて１～２か月に１回の補
充電をしてください。

半年以上使用しない場合は燃料を抜いて
下さい。

劣化したバッテリは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。

交換後のエンジンオイルおよびミッション
オイルは、専門の産廃業者に廃棄を依頼し
てください。
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1 危険・警告・注意マーク
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5  カバー警告マーク

6  ローラー部警告マーク

7  ベルトカバー前部警告マーク

9  

8  ベルトカバー警告マーク

4  非常用緊急停止ブレーキ注意マーク
10 高温注意マーク
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 排気ガス警告マーク

燃料火気厳禁危険マーク・警告マーク

 バッテリカバー警告マーク
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. 

 

1  燃料タンク

2  ベルトカバー
V

3  ミッションケース

4  緊急ブレーキ　(カバー内）

2

い。
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5 前後進レバー バッテリ（ケース内）

6 変速レバー

700kg

7

バッテリケース8

オイルフィラキャップ
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降坂ブレーキ  (カバー内）11

駐停車ブレーキ  (カバー内）12

走行停止レバー13
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作業灯
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18 駆動輪締付ナット

17 ストップレバー

19 カムカバー

20

22

21 アワーメーター

エンジンスイッチ

23

ホーンスイッチ
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下バンパー

火災防止センサー（カバー内部）
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3. 乗用台車 OPA-2-50 -60

ハンドル

座席

荷物カゴ

ステップ

降坂ブレーキ

駐停車ブレーキ

座席

乗員が座るイスです。

ハンドル

走行中に乗員が持つ手すりです。

ステップ

乗員の足置き場です。

降坂ブレーキ

機械が降坂するとき、常に一定の

速度を保つためのブレーキです。

調整の必要はありません。

駐停車ブレーキ

乗用台車を駐停車させるための

ブレーキです。

荷物カゴ

荷物を入れるものです。

1
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4

5

6

6
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1 非常用駐停車ブレーキレバー

非常時用のブレーキレバーです。

牽引車側の全てのブレーキが故障し走行速度が

異常に速くなるなど危険であると判断したとき

に使用します。

レバーを「停止」位置にすると、非常停止します。

乗用台車の非常用駐停車ブレーキは、

非常停止時（走行速度が異常に速くなっ

たときなど）のみ使用してください。

走行速度が異常に速くなった場合は、

至急使用を停止し、販売店に点検・整

備を依頼してください。

※ 常用していると、連結部が変形・破損
する恐れがあります。

2 駐停車ブレーキ

非常時に機械を駐停車させるためのブレーキで

す。

非常用駐停車ブレーキレバーを「停止」位置に

すると作動します。

3 降坂ブレーキ

機械が降坂するとき、常に一定の速度を保つた

めのブレーキです。調整の必要はありません。

26

Ⅱ
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4  座席

運転者が座る椅子です。

5  制動輪

ブレーキを作動させるローラーです。

6  制動輪締付ナット

制動輪を締め付けているナットです。

制動輪締付ナットがゆるんでいるとき

は、モノラックを使用しないでくださ

い。 

ゆるんでいるときは、販売店に点検・

整備を依頼してください。

※ ナットがゆるんでいると、輪が外れ、
モノラックが破損する恐れがありま
す。

7  ステップ

運転者の足置き場および乗り降りの際の踏台です。

27

Ⅱ
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主連結器

荷台
(バケット）
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副連結ワイヤー

荷台(バケット）

荷物を載せる台(バケット）です。

主連結器

牽引車とバケット台車を連結しているものです。
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補助用の連結器です。

ローラー

レールをはさみスムーズに
走行させる車輪です。
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7 ナット

8 ストッパー受け

4 支柱

5 沈下防止板

6 レール支持ボルト

1 支持金具

2 レール

3 ラック

9.

32

. 

■ 
点検箇所 点検項目 ページ
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5  .

作業前点検で異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。 
また、点検時に外したカバー類は元どおりに取り付けてください。
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1.前後レバーは、「前進」または「後進」位置に確実に入れてください。
2.変速レバーは「通常ギヤ」または「スーパーLowギヤ」位置に確実に入れてください。

 

降坂のときもエンジンをかけた状態で運転してください。
 

 

 1
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「停止」
  位置

「始動」
  

5
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「閉」
  位置

「開」
  位置

エンジンが冷えているとき
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バッテリーが上がり、セルスターターが回らないとき
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走行

停止

走行

停止「停止」位置

作業が終えモノラックを使用しない時は、
必ずエンジンスイッチを「切」に入れ、
エンジンスイッチキーを外して下さい。

 

 

. 点検時期は
整備手帳参照のこと

室内や換気の悪いところで運転しないでください。

エンジン停止直後、マフラーには触らないでください。

点検・整備は、エンジンを停止して、エンジンが十分に冷えたことを確認して行ってください。

点検・整備は、レールが水平な場所で行ってください。
万が一、傾斜したところで行うときには、ロープなどで固定するか、レールのラックに鉄棒などで歯
止めして、完全に固定してください。
また、必ずエンジンは停止し、走行停止レバーを停止位置にして作業を行ってください。

燃料口に火気を近づけないでください。

半年以上使用しない場合は燃料を抜いて下さい。

エンジンをかけたまま燃料を補給しないで
ください。エンジンが十分に冷えた状態で
燃料を補給してください。
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燃料キャップはしっかり締め付けてください。

燃料ホースに亀裂が入っていないか確認し
てください。

燃料は給油口上面より指定の位置以上、補
給しないでください。
また、補給するとき燃料がこぼれたら、こ
ぼれた燃料を拭き取り、十分気化させてか
らエンジンを始動してください。

古くなった燃料は使用しないでください。

1

2

3

( )
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■
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3

エンジンをかけたままオイルを補給しない
でください。

交換後のミッションオイルは、専門の産廃
業者に廃棄を依頼してください。



42

M-300.indb   40 2008/05/02   9:41:28

燃料キャップはしっかり締め付けてください。

燃料ホースに亀裂が入っていないか確認し
てください。

燃料は給油口上面より指定の位置以上、補
給しないでください。
また、補給するとき燃料がこぼれたら、こ
ぼれた燃料を拭き取り、十分気化させてか
らエンジンを始動してください。

古くなった燃料は使用しないでください。

1

2

3

( )

43

M-300.indb   41 2008/05/02   9:41:29

■

1

2

3

エンジンをかけたままオイルを補給しない
でください。

交換後のミッションオイルは、専門の産廃
業者に廃棄を依頼してください。



44

M-300.indb   42 2008/05/02   9:41:30

■

約10時間運転
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1年ごと
#90

1.5 ± 0.1

重 要
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エンジンをかけたままオイルを補給しない
でください。

 

交換後のミッションオイルは、専門の産廃
業者に廃棄を依頼してください。

 

ブレーキドラム内にオイルがもれた
状態では使用しないでください。

■  オイルもれの確認

1

2
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■  オイルもれの確認
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2 ブレーキドラム内にオイルがもれた
状態では使用しないでください。
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重 要

1

エンジンをかけたままオイルを補給しないでください。必ずエンジンが十分に冷えた状態で行ってく
ださい。
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■

エンジンオイルが不足すると、

エンジンオイルが不足したままでは始動しません。エンジンオイルを補給すると、オイルアラートが
解除されます。

■ 初回のオイル給油
API F

SAE10W-30

エンジンをかけたままオイルを補給しない
でください。必ずエンジンが十分に冷えた
状態で行ってください。

 

交換後のオイルは、専門の産廃業者に廃棄
を依頼してください。
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50時間運転ごと
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バッテリ、バッテリ液は小児の手の届くところに
置かないでください。

 

バッテリの近くでは、火気を取り扱わないでください。

バッテリをモノラックに取り付けたまま、
注液しないでください。

 

バッテリケーブルは、プラスとマイナスを
逆に接続しないでください。

 

バッテリ液が手、皮膚、衣服についたときは、速やか
に多量の水で洗い流してください。

 

バッテリ液は腐食性の強い希硫酸（劇物）です。
 取扱いには十分注意してください。

 

バッテリ液が目に入ったときは、直ちに多
約15分間洗眼し、専門医の治療

量の水で
を受けてください。

 

バッテリ液を口に入れたり飲み込んだりし
たときは、多量の水でうがいをし、多量の
水または牛乳を飲み、専門医の治療を受け
てください。

 

劣化したバッテリは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。

 

■ 

はじめてバッテリを使う前には、水平なところに置き、バッテリ液を規定量入れてください。
  

 重 要
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 重 要

■ 

バッテリ液の液面が下限（LOWER）ライン以下では使用しないでください。
 

バッテリ液は腐食性の強い希硫酸（劇物）です。取扱いには十分注意してください。
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■

レール、支柱に異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
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(4) 

 

フレームに異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

 

(1) 
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連結部に異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
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カバー（ベルト・緊急ブレーキ）を外したま
ま、使用しないでください。

 ( )

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。

 

必ず指定のVベルトを使用
 

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。

 

■ ベルトの張りおよび状態の確認

1  

重 要
10

10

してください。



58

M-300.indb   53 2008/05/02   9:41:41

(6) R

 R

(7) 

 

.

59

M-300.indb   54 2008/05/02   9:41:42

カバー（ベルト・緊急ブレーキ）を外したま
ま、使用しないでください。

 ( )

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。

 

必ず指定のVベルトを使用
 

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。

 

■ ベルトの張りおよび状態の確認

1  

重 要
10

10

してください。



60

M-300.indb   55 2008/05/02   9:41:44

2

10mm

8

■

1  

M-300.indb   56 2008/05/02   9:41:45

61

2  

3  

4

5

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
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外したベルトカバーは、元どおりに取り付
けてください。

■
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以上の方法でも調整できないときは、最寄
りの販売店に点検調整を依頼してくださ
い。
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65

牽引車、乗用台車、荷物台車の各ローラー
とレールの隙間が1mｍ以上あるときは、
走行しないでください。

 1mm

ローラーの調整は水平な場所で行ってくださ
い。

 

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて
いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで
錆を落としてください。。

 

回転しないローラーがあった場合は、最寄
りの販売店に、修理または交換依頼をして
ください。

 

3.
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乗用台車 荷物台車

. 

異常だと思ったら絶対に使用しないでください。
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●整備メモ
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所有者

住　所

ＴＥＬ

販売店

住　所

ＴＥＬ

本　　　　社 〒 703-8228 岡山市中区乙多見 482-1 TEL. 086 (279) 1291 FAX. 086 (279)1437

モノラック部 〒 703-8228 岡山市中区乙多見 482-1 TEL. 086 (279) 1291 FAX. 086 (279)1437

東日本営業所 〒 330-0811 さいたま市北区吉野町 1-389-9 TEL. 048 (664) 5771

東日本
機材センター 〒 020-0713

岩手県岩手郡滝沢村
滝沢字柳沢1436-2 TEL. 019 (688 )7140 FAX. 019 (688 )7127

FAX. 048 (666) 3790

九 州 営 業 所 〒 839-0863 久留米市国分町二ノ江 1172-4 TEL. 0942 (21) 9718 FAX. 0942 (21) 1676

西大寺事業所 〒 704-8125 岡山市東区西大寺川口 465-1 TEL. 086 (943) 0051 FAX. 086 (943) 0405

ホームページ：http://www.nikkari.co.jp/　E-mail：monorack@nikkari.info


